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成果

新たな造林樹種、コウヨウザン
近年、コウヨウザン（図1）が早生樹として注目されてい

ます。ヒノキ科コウヨウザン属の常緑針葉樹で、ヒノキ科の
中で最も古くに分化した樹種です。原産地は中国南部と台湾
で、中国本土では造林面積990万haと主要な造林樹種となっ
ています。成長が早く、材質も良いことから、我が国でも西
日本を中心に造林面積が増加しています。成長が早いという
特徴の他に、コウヨウザンにはスギやヒノキにはない大きな
特徴として萌芽力の高さがあります（図2）。再造林コストを
大幅に下げることができる萌芽更新は大きな魅力です。短伐
期と萌芽更新を組み合わせる利用を考えると、最初に植栽す
る種苗の性能が重要になります。

国内のコウヨウザン
日本国内に試験的に造林され、すでに成林している林分が

大学演習林、国有林、私有林、植物園等に見られます（図1
左）。お寺や神社の境内にも単木的ですがコウヨウザンの巨
樹（図1右）がしばしば見られます。林木育種センターでは、
共同研究機関と共に、これらのコウヨウザン林分の調査を進
めてきました。全国21箇所の林分を調査した結果、成長速度
はスギの2倍以上になることも多く（図3）、材質も若齢林で
スギと同程度、50年生程度の林分ではヒノキと同程度の強度
を示すことが明らかになりました。また、実際に製品を試作
してその制作過程や製品の性能の評価も行い、柱材だけでな
く、集成材、LVL、合板、パレットなどにも十分使えること
が明らかとなりました。

優良系統の選抜
国内のコウヨウザン林分は、日本の気候に適した個体が残っ

て成林したと考えられます。このため、その中から特に成長
や材質に優れた個体を選ぶことで、日本の気候に適した成長
性の良いコウヨウザンの優良種苗の生産が可能になると考え
られます。そこで、国内の優良コウヨウザン林分から、成長
等が特に優れた個体を優良系統として選抜しました。広島県
庄原市の民有林は、DNA分析からさし木によるクローン造
林が行われていたことが明らかとなったことから、複数個体
を調べることでクローンの遺伝的な特性を評価して22系統を
選抜しました。他の林分は、実生苗を植栽した林分であった
ため、スギ等の精英樹と同様に、個体の成長が周囲より優れ
ているものを選び、材質や増殖性も加味して7林分から33系
統を選抜しました（図4）。今回選抜した計55系統の優良系
統は、今後、採種園や採穂園造成に用いられ、コウヨウザン
造林用の種苗生産に利用されることが期待されます。
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新たな造林樹種としてコウヨウザンが注目されています。中国・台湾原産のこの樹種は、成長が早く、材質も良いことに加え、
萌芽更新が可能ということで期待されています。そこで、国内の成林した植栽林分の詳細な調査を行うとともに、伐採した材
を用いて様々な製品を試作して性能評価したところ、コウヨウザンは成長が良くかつ材が十分に利用できることが明らかにな
りました。そこで、成長、材質、増殖性の評価を踏まえた上で、日本の気候に適した優良系統、55系統を選抜しました。優良
系統は今後のコウヨウザン種苗生産への活用が期待されます。

期待される新たな造林樹種コウヨウザン
－国内林分からの優良系統選抜－
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図1　�広島県庄原市の民有林にあるコウヨウザン林分（左）と
福島県須賀川市の永泉寺にあるコウヨウザンの巨樹（右）

図2　�コウヨウザンの切株からの萌芽（上）
と立木の地際からの萌芽（下）

図3　�各地のコウヨウザン林の成長のスギ
との比較

数字は各林分の所在地域のスギ収穫予想表の1等
地の総成長量に対する比率。なお、菊池、霧島は
2等地との比率。土佐清水は植栽後21年生時及び
伐採後の萌芽林の2つを示した。

図4　優良系統を選抜したコウヨウザン林
赤丸は調査したコウヨウザン林分。数字はその林分から選んだ優良系統数。




